
                地域密着型金融の取組事例（平成 26年度） 

  

 

担い手のライフサイクルに応じた支援 

 

タイトル ①農業災害資金              ＪＡ名 つがる弘前（青森県） 

  〃   ②青森県稲作経営特別セーフティネット資金 

 

１ 動機 

（経緯） 

① 平成２６年８月２９日、９月１２日の降雹被害を受けた組合員に対し，行政

の利子補給を受けた低利の資金を対応しました。 

② 平成２６年産米の価格下落に伴う減収により、深刻な影響を受けた組合員に

対し、青森県、ＪＡグループ三連の利子補給を受けた無利息の資金を対応し

ました。 

 

２ 概要 １. 対象者 

組合員 

２. 資金使途 

① 営農資金 ②種苗代、肥料代、農薬代雇用労賃等の直接的現金経費、 

小農具等営農用備品、消耗品等の購入費 、営農用施設・機械の修繕費、 

燃料（油）代、飼料代、地代（賃借料） 

３. 貸付限度額 

① ５００万円以内 ②平成２６年産米（主食用米に限る）の出荷量に60kg

当たり3、000円を乗じた金額以内とする。ただし、出荷量が確定しない

場合に限り、平成２５年産米（主食用米に限る）の出荷量により算出し

た額を限度額とみなすことができる。 なお、貸付金は万円単位とし、個

人は500万円、法人は2、000万円を上限とする。 

４. 貸付期間 

① １０年以内（据置期間２年以内） ②５年以内（据置期間１年以内） 

５. 貸付金利 

① 固定金利３．０％（当ＪＡの利用度で軽減措置１．８％） 

※行政より利子補給・助成事業 

② 無利息 

※青森県、ＪＡグループ三連により利子補給 

６.担保・保証 

原則、青森県農業信用基金協会保証 

３ 成果 

（効果） 

１.取扱件数 ①３０件 ②１３件 

２.融資実行金額 ①７３百万円 ②１４百万円 

４ 今後の

予定（課題） 

災害が発生した場合、農業災害資金を迅速に立ち上げ、組合員の支援に努めて 

まいります。 

 

 


